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マ ル チモ ー ダル デ ー タに基づ い た多人数会話の構造理解

角 　 康 之 （公立 は こ だ て 未来大学シ ス テ ム 情報科学部），

　矢 野 正 治 ・西 田 豊 明 （京都大学 1青報学研究科）

　会話 中に生 ずる言語 ・非
．
言語情報 の 構造 を理解す るた め に，3〜 5人に よる会話的 イ ン タ ラク シ ョ

ン を計測 し，会話状況の 解釈や支援を目的 とした研究基盤の構築を進め て い る．本稿で は ， 筆者の グ

ル ープが構築 した多人数会話 の マ ル チモ ーダル デ
ー

タの計測環境 IMADE ル
ーム と，そ こ で計測 され

たデータ に 基 づ い て 会話 の 構造分析を行 うソ フ トウ ェ ア環境 iCorpusStudi。 を紹介す る．　 iCorpusStudio

の特徴は
， 映像 ・音声の 閲覧や ラ ベ リ ン グ作業を可能 に する だ けで な く，非言語情報間の 時間構造分

析 を行 うた め の ラ ベ ル 間演算や身体動 作， 視線移動な どの 数値デー
タ間計算を容易に し，非言語構造

パ タ
ー

ン 解釈の た め の 仮説検証を支援す る こ と で ある．本稿で は ，聞き手反応 に注 目した指さ し行為

の 認定 に 関す る分析例 を紹介 し ， iCorpusStudioの 利用価値 を示 す．また
， データか ら発見的に会話構

造 を理解す る試みの 例 として ， 非言語情報か ら会話参加 の 積極性を解釈する試み を紹介する．

キ
ー

ワ
ー

ド ，多人数会話，会話構造分析 ，
マ ル チ モ

ーダル データ，イ ン タ ラク シ ョ ン
・コ ーパ ス

Structural　Understanding　of 　Multiparty　Conversation

　　　　　　　　 through 　Multimodal　Data

　 Yasuyuki 　SuMI （Faculty　of　Systems　Information　Science，　Future　University−Hakodate）

Masaharu 　YANo 　and 　Toyoaki 　NIsHIDA （Graduate　School　of　Informatics，　Kyoto　University）

　 This　paper 　describes　the　IMADE （lnteraction　Measurement ，　Analysis，　and 　Design　Environment）

project　to　provide 　an 　environment 　for　recording 　and 　ana ！yzing　human　conversatiQnal 　interactions．

The　IMADE 　room 　is　designed　to　record 　audio ！visual
，
　human −motion ，　and 　eye 　gazing　data　to　build

an 　interaction　corpus ，　which 　can 　be　used 　to　provide　understanding 　of　the　nonverbal 　behavior　of

humans ．　In　this　paper ，　we 　describe　the　notion 　of　interaction　corpus 　and 　introduce　iCDrpusStudio，　a

software 　environment 　for　browsing　and 　analyzing 　the　interactiorl　corpus ．　We　present　the　utility　value

of 　iCorpusStudio　through 　an 　analysis 　of　the　gesture　of　
‘
pointing

’ in　examples 　focusing　on 　hearers
’

visual 　attention ．　The 　paper　also 　attempts 　to　show 　how　nonverbal 　behavior　can 　be　used 　to　quantify　the

activeness 　of　individual　participants　in　consensus −bLlilding　type　conversat 孟on ・

Key　words ： multiparty 　conversation ，　conversational 　structure 　analysig．　，　multimodal 　data，　interaction

　 　 　 　 　 　 co 「pus

1． は じ め に

　我々人間は会話に お い て
， 視線，ジ ェ ス チ ャ，う

なずき，あ い つ ちとい っ た非言語行動に よ っ て様々

な意図を表現す る．これ らの 非言語行動 には
．．淀 の

時間的 ・空間的なパ ターン がある．我々 は
， 非 言語

行動 に よ っ て ， 無意識の うち に 互 い の 心的状態 を伝

え合 っ た り， 会話の 流れ を制御 して い る．しか し，

現在の コ ン ピュ
ータは，そ うい っ た人の非言語行動

の 意味的構造を理解で きな い ．

　コ ン ピ ュ
ータは従来の デス ク ト ッ プ型 の 形 だ けで

な く，情報家電 ，
ロ ボ ッ ト，セ ン サネ ッ トワ

ー
クな
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角 ・矢 野 ・西 田 ：マ ル チ モ
ーダ ル デ

ー
タ に 基づ い た 多人 数会話の 構造理解

どの形で我々 の社会的活動に浸透 しっ つ ある．そ う

い っ た コ ン ピ ュ
ータを我々 の社会的パ ー

トナーとし

て 認め る に は
， 言語的な情報だ けで な く，我々 が何

気 な く使 っ て い る非言語的な情報 も，
コ ン ピ ュ

ー
タ

に 理 解 し て もらう必要が ある．近年の Web の 発展

な どに伴 う言語的な研究資源が言語情報学の発展 に

大 き く寄与 した ように，非言語情報の研究は実際 の

人の イ ン タラク シ ョ ン か ら得られ た非言語データを

研究資源 とす る必要が あ る．

　本稿で は ， 人 の イ ン タラク シ ョ ン を記録 ・分析 す

るた め の 環境構築 に関す る筆者 らの 試み （角 ・西田・

坊農 ・來 嶋 ，2008 ；Su皿 i，　Yano ，
＆ Nishida

，
2010）を

紹介す る．まず ，
IMADE ル ーム と呼ばれ るセ ン サ

環境に っ い て 述ぺ
，

コ ーパ ス に基づ い た イ ン タラク

シ ョ ン 研究の 考 え方を示す．次に
， イ ン タ ラクシ ョ

ン ・コ
ーパ ス を分析す るた め の ソ フ トウ ェ ア 環境 で

あ る iCorpusStUdioを紹介す る．最後 に，  E ル ー

ム を用 い て記録され た多人数会話データや，会話構

造分析の
一

部を紹介す る．

2， IMADE ル ー厶　 イ ン タラ クシ ョ ン計測環境

　筆者 らは，科研 費 ・特 定研究 「情報爆発時代 に

向けた 新 しい IT 基盤技術の 研究」 の 一環で
， 京都

大学情報学研究科の
一

室 （約 80平方メ ートル ）に ，

会話的イ ン タ ラク シ ョ ン を計測 す るた め の環境 とし

て ， IMADE （Interaction　Measurelnent
，
　Analysis，　and

Design　Environment）ル
ーム と呼ばれ る環境 を構築

して きた．こ の環境は，人同士 の イ ン タラク シ ョ ン

に関する様々な種類の マ ル チモ ーダル データ， 具体

的に は，映像，音声，移動，視線，生体反応 とい っ

たデータを統合的に計測 す る た め に設計 さ れた．

　 イ ン タ ラ ク シ ョ ン の コ
ーパ ス を構 築す る こ とを

目的 とした研究プロ ジ ェ ク トは，これ まで に もい く

っ か なされて きた ．そ の 代表的な もの で あ る AMI

（Carletta，　Asbby ，
　Bourbon ，　Flynn，　Guillemot，　Hain，

KadIec
，
　Karaiskos

，
2006；Renals　et ．　al．，2007）　は

，　グ

ル ープ ミーテ ィ ン グの コ ーパ ス を構築 し，
ミー

テ ィ

ン グデータの 効率的な再利用を目的 として ，音声認

識 に よ る 自動 タギ ン グや 会話分析を行 っ た．CHIL

（Waibel＆ Stiefelhagen，2009）は，オ フ ィ ス や 講義室

に お けるグル ープの会話的イ ン タラ クシ ョ ン を見守

り，グル ープ活動の 記録や個人化サ
ービ ス の提供 を

目的 とし，知的環境構築のた めの フ レ
ーム ワ

ー
クの

構築 ， 音声 ・映像データか らの 表惰 ・感清埋解 ， 機

械学習手法に よる人の 動作自動検出や状況認識の 技

術開発 を行 っ た．VACE （Chen　et　al．，　2006）も主 に 着

座式の ミ
ー

テ ィ ン グ に焦点を 当て ，映像，音声，動

作 の 自動認識に よる ミーテ ィ ン グデータ の コ ン テ ン

ッ化や ， 研究推進のた めの ッ
ール 構築を行 っ た．

　 これらの 試み に ほ ぼ共通 して い るの は，発話に関

す る映像 ・音声デー
タ に加えて ， 頭部運動 ， ジ ェ ス

チ ャ な ど も含め た マ ル チ モ ーダル なデ
ー

タを扱 っ て

い る こ と，また，主 に着座式 の ミー
テ ィ ン グを対象

とし，グル ープ内の 会話的イン タラ クシ ョ ン の コ ン

テ ン ツ化を指向 した技術開発やツ ール 開発に焦点を

当て て い る とい うこ とで あ る．グル ープ ミーテ ィ ン

グは 筆者 らの 興味対象に も含 まれ て お り，道具 とし

て ， カメ ラ，マ イ ク，モ ー
シ ョ ン キ ャ プチ ャ シ ス テ

ム を利用 して い る こ とも共通 して い る．

　た だ し，筆者 らの 興味は
， 会話 の 微視 的な分析

（例 えば，発 話交替や視線の 時間構造分析な ど）だ

け で はな く， 巨視的な分析 （つ ま り，会話グル ープ

の 生成 ・分解や移動 な どの ダイナ ミクス の 分析）も

対象 として い る．したが っ て，筆者 らは，着座式 の

ミー
テ ィ ン グだけで な く， 自由に 歩き回 りなが らの

お し ゃ べ りや，ポ ス ター発表 （Kawahara，　Setoguchi，

Takanashi
，
　lshizuka

，＆ Araki
， 2008）な どを含 む ， 様々

な種類 の 多人 数会話 を ターゲ ッ トと し て きた．ま

た，モ ダリテ ィ として ，特に視線に興味が あ り，ア

イ マ
ー

ク レ コ
ーダを導入 し，複数人 の視線 とジ ェ ス

チ ャ
， 視線 と頭部運動の 関係な ど も詳細 に 計測で き

る環境を構築 し
ー
た．

　IMADE ル ーム の構成 を図 1に 示す．　 IMADE ル ー

ム で は，イ ン タ ラ ク シ ョ ン 行動 を記録するた め に
，

以 下の よ うな様 々 な セ ン サやサ
ーバ を設置 して い

る．

　環境カ メラ　複数の 映像記録用 カ メ ラが室内上部

に設置されて い て ， イ ン タ ラクシ ョ ン 状 況 を映像 と

し て 記録で き る．AXIS 　210A の ネ ッ トワ
ー

クカメ ラ

を 8 台利用 して い る．
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図 11MADE ル
ー

ム の 概念 図

1韈
　 ヘ ッ ドウ ォ

ー
ン マ イ ク　環境内の すべ て の 人が 装

着す る こ と に よ り， 各人の発話内容を人 ご とに分離

して収録 で き る．ワ イヤ レ ス マ イ ク と 8 チ ャ ン ネ ル

音声記録機器を導入 して い る．

　モ ーシ ョ ン キ ャ プチ ャ 　燦境内の 人や物の 各部に

マ ーカ ーを装着 し， 人 の 動 きや他者 との 位置関係

を 3次元座標デー
タ と して 記録す る こ とが で きる．

Motion　Analysis社の MAC3D シ ス テ ム を導入 し，10

台の 赤外線カメ ラを用 い て い る．

　 ア イ マ
ー

ク レ コ
ーダ　環境内の 各人の 眼球運動 を

計測す る．頭部に装着 した
一

人称映像 と，そ の 中で

の視線方向を示す 2 次元座標デ
ー

タが記 録で き る。

Applied　Science　Labora亡ories 社製の MobileEye と，

NAC イ メ
ージ テ ク ノ ロ ジー社 の EMR −9 を利用 して

い る．

　 デ
ータ統合 と閲覧　様々 な異種 セ ン サに よるデー

タ が 蓄え られる の で，NTP （Network　Time　Protocol）

に よる時間同期や各データの 時間伸縮 を吸収す るた

め の 後処理 が必要で ある．また ， 複数セ ン サ デ
ー

タ

閲の 空間統合，例えば ，
モ

ー
シ ョ ン キ ャ プチ ャ で 計

測 された頭部の 位置 ・方向 の データと，アイ マ
ーク

レ コ
ーダに よ っ て得 られる相対座標系の視線データ
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角 ・矢野
・
西田　マ ル チモ ー

ダル デ
ー

タに 基づ い た多人数会話 の 構造埋解
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図 2 　イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 階層的解釈 モ デ ル

を統合 して
， 絶対座標系の 視線デ

ー
タを生成す る必

要が ある．

　InTrigger の 活用　上記の ような大量 の デー
タ の

一
次ス トレージ と して ，また

， イ ン タラ クシ ョ ン パ

ター ン の 解析・発見の 大規模計算に InTriggerプラ ッ

トフ ォ
ーム （田浦 ，2008）を活用 して い る．

　これ らのセ ン サ に加えて，生体反応データ （筋竃，

脳波 ， 脈拍など）を計測 した い 場合は ポリグラ フ を

．一緒 に 利用 し た り， 頭部の うなず き動作を簡易 に

計測す る た め に モ ーシ ョ ン セ ン サ を利用 して い る．

3． イ ン タラ ク シ ョ ン ・コ ーパ ス に 基づ い た 会

　　話構造 の分析

　筆者 らは ， IMADE ル
ー

ム で 計測 され た デ
ー

タ を

図 2 に示す よ うな階層的解釈 モ デ ル に基づ い て 蓄積

し，
これをイ ン タラ クシ ョ ン ・コ ーパ ス と呼ん で い

る．計測 され た デー
タ を構造化 し ， 整理 された形 で

解釈を積み上 げて い くこ とを目的 として い る．

　 筆者 らの 目標は，会話の 内容や作業対象 に関する

意味的な理解 （高度な音声処理や画像処理 ）に深入

りせ ずに，会話状況 の ダイナ ミクス を理解する こ と

で ある．我々 人 間は，自分の 知 らな い 言語を話 して

い る外国人 同士 の会話を横か ら観察 して い て も ， 誰

が 会話 を主 導 し て い るか
， 感情 的に ど うい う状況

か，話 しか けて も良 い タイ ミ ン グか ，とい っ た状況

を理 解す る こ とが で き る．しか し，現在の ロ ボ ッ ト

や知 的環境 と呼ばれ るもの は，そ うい っ た会話状況

を理解する こ とが ほ とん どで きな い ．筆者 らの 大 き

な目標は
， 人間が当たり前に行 っ て い る，非言語情

報か らの 会話状況理解の メカ ニ ズ ム を理解 し，コ ン

ピ ュ
ータが 利用で きるよ うな 「辞書 と文法」 に す る

こ とで あ る．そ の
一

歩 と して
，

イ ン タ ラ ク シ ョ ン ・

コ ーパ ス を構築 し，そ の 中で 非言語イ ン タラクシ ョ

ン の 「辞書」 とな りえるよ うなイ ン タラク シ ョ ン の

要素を規定 し，さ らに ，そ の発生系列の パ ター
ン を

「文法 」 として 記述 して い きた い ．
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　 当面の 目標 として，会話参加者の発話交代や身振

り手振 り， そ して視線の移動や共同注意 とい っ た非

言語的な現象か ら， 話題の 転換点 を検出した り，各

参加者の 会話へ の 参与度の 変化を とらえた い ．解釈

の 元 となるデータは t モ ーシ ョ ン キ ャ プチ ャ シ ス テ

ムや マ イクか ら得 られ る が ，そ うい っ たデ
ー

タか ら

一
足飛びに抽象 的な解釈を得 る こ とは難 し い の で ，

こ こ で は 4 つ の 階層に よ る体系的な解釈の 積み上げ

を試み る．以下，図 2の各層に つ い て説明する．

　 Raw 　Pata層　こ こ で は ，
モ ーシ ョ ン キャ プチャ

シ ス テ ム やアイマ
ークレ コ ーダか ら時々 刻々得 られ

る座標デー
タや ， 音声や生体反応 （脈拍 ， 呼吸な ど）

に関す る波形データか ら，身体動作や発話に 関する

要素 を取 り出すた め の 準備 を行 う．例 え ば，モ ー

シ ョ ン キャ プチ ャデータか ら頭の 向きや腕 の 向きを

得 る に は ， 体 の 形状や動 きを単純 な モ デ ル に 近似

し ，
い くつ か の タグか ら仮想的なベ クトル を形成す

る必要が ある．また，会話に お ける参加者間の発話

交代 の様子 を知 りた い 場合に は，各参加者が身に着

けた接話 マ イク の パ ワー変化か ら発話の 有無を判定

す る．次節で紹介す るマ ル チ モ
ーダル デ

ー
タ の分析

ツ ール iCorpusStudioに は ， そ うい っ た判定ル ール

をプ ラグイ ン と して用意 して あ る．

　 Interaction　Primitive層　 こ こ で は，　 Raw 　Data

層で 得 られた ベ ク トル データや発話 の 有無 に 関す

るデータか ら，イ ン タラ ク シ ョ ン 要素の 抽 出を行

う．例 えば，頭の 向きや腕 の 向きを表す ベ ク トル が

空 問内の 対象 （ポス タ
ー

や会話相手の ジ ェ ス チ ャ 空

問な ど）を貫 く現象 を検 出 して，ある対象 を 「見

た 」，

「指 さ した 」 とい うイ ン タラクシ ョ ン 要素を推

定す る．こ れ らの ベ ク トル 演算 は iCorpusStudioの

基本機能 として提供 され て い る．ただ し，現実的 に

は
， 人体や動的に発生す るジ ェ ス チ ャ 空間の モ デ リ

ン グに は近似が行われ る し，視線ベ ク トル とそ の 対

象物 の衝突を検出す るに は検 出範囲の マ ージ ン を設

定す る 必 要が 生 じ る場合 が多 い ．また ，
ベ ク トル

衝突や 発話有無 の検出結果は離散データに な るの

で ， それ らを時間方向に クラ ス タリン グす る必要が

生 じ る場合が 多い ．こ の ように
，

モ デル 化に は 多 く

の パ ラメ
ータが発生 し，そ の 調整が 分析者ごとの 理

論 に他 な らず，そ うい っ た 仮説や 作業 プ ロ セ ス が

iCorpusStudioに外在化され ， 研究 コ ミ ュ ニ テ ィ で

再利用 され る こ とに な る。

　 Interaction　Event 層 　 こ の 層 は，　 Interaction

Primitive層で得 られ た イ ン タラ クシ ョ ン要素を組

み合わせ て ， 複数人に よる社会的現象の 検出を試み

る層で ある．例 えば
， 複数人が同

一
の対象物に視線

を向 ける （共 同注視），複数人 が あ る物を参照 しな

が ら会話をする，とい っ た現象を検出す る．検出は
，

iCorpusStudio一ヒで ラ ベ ル 間の 重な りを 自動検 出 し

て 行 う．ただ し，単純な AND 検索で 満足な検 出が

で き る こ とは稀で あ り， 実際は
， 重な り検出に マ

ー

ジ ン を持たせ た り，他の モ ダリテ ィ の ラベ ル を考慮

した文脈を モ デ ル に組み込 んだ りする必要が あ り，

そ の作業 こ そが研究者 の 興味の 対象 となる．

　Interaction　Context 層　こ の層は， こ れ まで の

層の要素を組み合わせ て ，よ り 「大胆な 」 仮説の検

証を試み る層で ある．筆者らの 興 味の 対象は
， 例え

ば，複数人 の 発話 ， 視線方 向 と い っ た イ ン タ ラ ク

シ ョ ン 要素の 時空間的なクラス タリン グか ら，会話

場の 発生 ・消滅の ダイナ ミ クス を定式化 する こ とで

ある （高橋 ・角 ・伊藤 ・間瀬 ・小暮 ・西田 ，
2008）．

また
， 発話量 の 変化，視線移動，対象物へ の作業行

為 とい っ た様々 な イ ン タ ラク シ ョ ン 要素 の 組 み合

わせ か ら，会話 に参加 す るメ ン バ ー
の 会話支配性

〔dominance）を定量化 す る こ とも試み て い る （6節

で 紹介す る〉．

　 こ うい っ た分析作業は，大 まか に言 うと，会話状

況の デザイ ン ，会話データの 計測，セ ン サ データ の

手直 し，解釈ル ール の 試作 と評価 とい っ た
一連の 作

業を行うこ とに な る．通常は
一回の サイ ク ル で満足

の い く結果が得 られ る こ とは稀 なの で ，
こ の サ イク

ル を何度か繰 り返 す こ とが望まれ る．しか し， 従来

の会話分析はデー
タ の取得や解釈ル ール の分析に 多

くの 人的 コ ス トと時間をか けて きた た め
，

こ れ らの

サ イクル を繰 り返す こ とは実際は困難で あ っ た．そ

れに 対 して IMADE で は，計測の た め の ハ ードウ ェ

ア基盤 と，分析の た め の ソ フ トウ ェ ア基盤 を整 備す

る こ とで ，こ れ らの サ イ クル の 高速化 と再利用性 の

向上を 目指 して い る．
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表 1　会話分 析 ツールの 基本機能の比較

Anvll　 WaveSurfer　 NXT 　 JFerret　 MacVisSTA 　 ELAN 　iCorpusStudio

複数映像 × × × ○ ○ Q ○

音声波形 の表示 ○ ⊂〕 × × ○ ○ ○

ラ ベ リ ン グ作業 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

検索機能 X × × ○ × ○ ○

データ形式 XML CSV XMLXML XML XML CSV

4． iCorpusStudio：マ ル チ モ ーダルデ ータ分析

　　の ための ソ フ トウ ェ ア環境

4．1　基本的な機能と特徴

　　筆者 ら は
， 会話 的イ ン タ ラク シ ョ ン に 関す る

マ ル チモ ーダル なデータを閲覧 ・
ラベ リ ン グ ・分析

するた め の 環境 として，iCorpusStudioと呼ばれ る

ソフ トウ ェ ア を開発 して きた （來嶋 ・坊農 ・角 ・西

田
，
2007；矢野 ・中田

・福間 ・角 ・西田 ，2009）．

　 こ れ ま で に も，会話分析の た め の ビデオや音声

デ
ー

タ の ラベ リ ン グ ツ ール が い くつ か 存在 して い

た．例 え ば， 多 く の 会 話 分 析 者 は，Anvil（Kipp，

200ユ）
1）
や WaveSurfer2｝を使 っ て き た ． ほか に も，

NXT （Carletta，Evert，Heid，Kilgour ，
　Robertson

，
＆

Voormann，　2003），　 AMI で JFerret，
　 VACE で MacVis−

STA （Rose ，Quek，＆ Shi， 2QO4）などが 開発 され ， 最近

で は ELAN3 ）
を使 う研究者が 増え て きた．また

，
こ

れ らの ツ
ー

ル 間の デ
ー

タ共有方法 に つ い て も議論が

なされ て い る
4）
．

　こ れ らの ッ
ール と我々 が開発した iCorpusStudio

の 基本機能 の 比較 を表 1 に まと め た ．従来の 会話

分析で は ，音声発話に 注 目 した分析 が 多か っ た た

め ，単
一

の ビデオ データと音声波形 を閲覧 しなが

らの 分析 作業 が 行 われ て い た． そ の た め Anvil
，

WaveSurfer，　 NXT とい っ た初期 の ッ ール は，単一

ビデオ デー
タの み の 対応 となっ て い た．

　 しか し， 多人数会 話 の 分 析 で は単一
の ビ デオ

データだけで は な く， 複数人数を とらえた複数の セ

ン サ か ら同時 に取得 さ れ た マ ル チ モ ーダル なデー

タを扱 う必要性 が 高 ま っ た．そ の た め ， JFerret，

MacVisSTA な ど，多人数会話の コ ーパ ス を構築 し

て い る プロ ジ ェ ク トに お い て 開発された ッ
ール は，

多視点 映像や そ の コ ーパ ス 特有の データ に対応 して

い る．JFerretは AMI の 主 目的 の ひ とつ で ある ア ノ

テ
ー

シ ョ ン （ラベ ル と読み換 えて も良 い ）を用 い た

ミーテ ィ ン グブラウザ として 開発 され た．そ の た め ，

可視化 され るデータの種類 は映像の他 に 会話内容の

書き起 こ しや ミー
テ ィ ン グで 使用 された ス ライ ド，

ホ ワ イ トボー
ドの ス トロ

ー
ク と多岐に わた る．また

，

検索機能 を用意す る こ とで ，分析者の 興 味の あ る

部分 に焦点 を当て て 閲覧で きる とい う特徴が ある．

VACE で 開発され た MacVisSTA も ， 複数映像や モ ー

シ ョ ン キ ャ プチャ の 3次元座標や音声波形を閲覧 し

なが らラ ベ ル 付与作業 を行 うこ とがで きる．

　筆者 らの iCorpusStudioも，基本的な設計方針 と

して は MacVisSTA を手本に して 開発が行われ ，そ

れ に 検索機能 を加 え て い っ た．近年開発が進 ん で

い る ELAN も，ラ ベ リ ン グ環境 と い う意味で はほ

ぼ同様の機能を備えて お り，
マ ル チ プラ ッ トフ ォ

ー

ム で 動作する こ と や イ ン タ フ ェ
ー

ス の 使 い や す さか

ら，多 くの 分析者に 利用され て い る．

　 しか し筆者 らが必 要 として い る の は，従来の シ ス

テ ム が 目指 して きた よ うな特定シ ーン へ の ラベ ル付

与だ けで は な い ．大量に あ る コ
ーパ ス デ

ー
タ の 中か

ら分析者が 閲覧 した い シ
ー

ン を見 つ け出した り， 社

会的関係やシ ー
ン の 意味的理解 とい っ た，よ り抽象

度の 高 い 解釈を見出す方法を検討するた めの環境で

あ る．そ の た め ，従来の ラ ベ リン グ機能に 加 え て
，

ラベ ル 間の 演算や ラベ ル に基づ い た シ ー
ン検索の機

能 を強化 して い る こ とが，iCorpusStudioの 特徴で

ある．

　 また
， 筆者 らの 環境 （IMADE ル ーム ）で は

， 映

像 ， 音声 に加 えて ，
モ ー

シ ョ ン データ， 視線デー

タ，生 体データな どの マ ル チモ ーダル データを扱

うとともに，複数視点 （複数チャネル ）の 映像 ， 音

声 を同時に扱 う必要が ある．ど うい っ た セ ン サデバ
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図 3　iCorpusStudio ： イ ン タ ラ ク シ ョ ン ・コ ーパ ス の 閲覧 ・ラベ リン グ ・分 析環境

イス を利用す るか は実験状況に よ っ て 異な るため，

iCorpusStudio本体 はデ
ー

タ の 読み書き管 理 とラ ベ

リ ン グ記述の みを行 うコ ン パ ク トな シ ス テ ム に し ，

各種セ ン サ デー
タを読み 込む た め の ソ フ トウ ェ ア モ

ジ ュ
ール は，プラ グイ ン と して必要 に 応 じて イ ン

ポー
トする こ と とした．

　以 上 の よ うに
，
iCorpusStudioの 特徴 は分析作業

の 支援 に あ る の で
，

必 ず しも ラ ベ リ ン グ作業ま で

iCorpusStudioで 行 うこ とに こ だ わ っ て い な い ．実

際 ， 筆者 ら自身 も ， 音声時区分 の 切 り出しは ， よ り

イ ン タ フ ェ
ー

ス が成熟 した WaveSurferを用 い る こ

とが 多 い ．また ， 他の 分析者が Anvilや ELAN を

用 い て ラ ベ リン グした データを iCorpusStudioに 読

み込ん で分析を行 う， とい うこ とに も対応で き るよ

う， iCorpusStudioで は，ラ ベ ル データ形式 として

よ り汎用的な CSV （comma 　separated 　value ）形式を採

用 して い る．

4．2　 ユ ーザ イ ン タ フ ェ
ース

　iCorpusStudieの ユ ーザイ ン タ フ ェ
ー

ス を概説す

る．iCorpusStudioは大 き く分類 して デ
ー

タ閲覧部

と解釈 演算部か らな る．iCorpusStudioを用 い る こ

とで ， 分析者は映像
・
音声

・モ ー
シ ョ ン データなど，

収録 した データを同期再生 す る こ とが で き る．
一

方 ， 発話の書 き起 こ しや各モ ダリテ ィの 解釈 を時間

幅の あるラベ ル として 表現する こ とが で き，ラベ ル

間の 演算 （AND 検索や OR 検索な ど）を行 うこ とで ，

モ ダ リテ ィ 間 の 時間構造解釈の た め の 仮説
5）

を即

座 にプロ トタイ プし，検証す る こ とがで き る．

　図 3 は iCorpusStudioの画面例で ある．ユ ーザは
，

必要 に応 じて ビ デオ 映像や音声デー
タを開 い て 同期

させ なが ら閲覧す る こ とがで きる．また，モ ーシ ョ

ン キ ャ プチャ で 取得 された各 マ
ーカ の 3 次元座標

デー
タか ら， 会話参加者の 身体モ デル や参照物 （ボ

ス ターな ど）の形状をモ デル 化 し，任意の 角度か ら

閲覧す る こ とが で き る．また，モ ーシ ョ ン デ
ー

タ

の ビ ュ
ー

ワ の 上 で は，視線や指さ しな どの ベ ク トル

デ
ー

タ も表示 で きるの で ， 複数人 の共 1司注視や ， 指

さ しと視線の 同期 な ど， 社会的イ ン タラク シ ョ ン と
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図 4iCorpusStudio を 利 用 した マ ル チ モ
ーダ ル データ の 解釈 プ 囗 セ ス

して 興味深 い 現象 を直感的 に確認す る こ とが で き

る．

　左下に あるウィ ン ドウ で は，音声波形 デ
ー

タや発

話書 き起 こ しの ラベ ル デー
タな どを 同期 しなが ら閲

覧す る こ とが で き る．また
， 会話参加者間の 立 ち位

置の 距離や任意 の ベ ク トル 間に よる角度な ど
， 数値

デ
ー

タを グラ フ表示す る こ とが可能で ある．つ ま り，

分析者で あ るユ
ーザは

， 例 えば，会話参加者間の 立

ち位置の 距離や角度 の 変化 と話題の 関係に 注 目して

分析 した り，頭部方向が 視線 をどの程度近似可能か

をシ ーン の 文脈に 対応させ て 分析する とい っ た こ と

が，簡単な演算の組み合わせ です ぐ に試す こ とが で

き る．

4．3　ラ ベ リ ン グ による イ ン タ ラ ク シ ョ ン解釈の 蓄

　　 積

　以下 ， iCorpusStudioを使 っ て マ ル チモ ーダル デー

タを解釈する
．
連 の 作業例 を ， 図 4 を用 い て説明す

る． iCorpusStudioユ ーザは ， イ ン タ ラ ク シ ョ ン の

要素や シ
ー

ン の 解釈を時間幅の あるラベ ル として 書

き下す こ とが で きる．ビデオや音声デー
タに 対 して

ラベ ル 付与す る機能自体は ，これ まで の 分析ツ
ー

ル

に も存在 して い た．それ らに 対 して iCorpusStudio

の 特徴 は
， 計測 され た数値デ

ー
タか ら数値計算を行

い
， 半 自動的 に ラ ペ ル を付与 す るた め の 環境を用

意 して い る こ とで ある．例 えば， 発話区間をラベ リ

ン グす る に は，多 くの 場合 ， 音声 パ ワ
ー

の 閾値を設

けて 発話の 有無を判別 し，時間方向の 細かすぎる空

白や ノイズを取 り除 くこ とで 平滑化 を施す作業を行

う （図 2 の Interaction　Primitiveの 抽出），こ うい っ

た 作業で は ， 複数存在す るパ ラメータの 調整 を繰 り

返 しなが ら，デー
タ毎に 同 じ こ とを繰 り返す必要

が ある．そ うい っ た 一連の 作業を支援す るため に，

iCorpusStudioで は
， 閾値 を超 えた時 間区域 を抽出

して ラ ベ ル を自動生成 し た り， ラベ ル 列か らの ノ イ
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ズ除去や 平滑化 と い っ た作業 を ツ
ール キ ッ トとして

提供 して い る．

　 さ らに iCorpusStudioの 重要 な機能 と し て ， ラ

ベ ル 間の 演算 が ある．ラ ベ ル 問の 演算 を行 うこ と

で ， 図 2に お ける，Interaction　Primitiveの集合か ら

Interaction　Event
，

さ ら に は lnteraction　Event の 集

合か ら Interaction　Contextとレリ た，よ り抽象度の

高い解釈 を行 うこ とが可能 になる．例えば，複数人

が 同
一

の 対 象物に視線を向け る （共 同注視 ）， 複数

人が ある物を参照 しなが ら会話をする，とい っ た現

象を検出す る こ とを考える．検出は ，iCorpusStudio

上で ラベ ル 間の 重なりを網羅的に検出す る こ とで 行

う．

　しか し
， 実際に ラ ベ ル 同士が 重な っ て い る部分 ，

つ ま り，異な る非言語行動や別々 の 会話参加者の 行

動が 同時に発生 した部分の抽出だけで は不
・
卜分 な場

合 が 多い ．異なるラベ ル が連続 して 発生す る パ ター

ン （例えば，誰か の 発話の後 に他の 人 の あ い つ ちが

続 く等）を網羅的に抽出 した い こ とが ある．ラペ ル

間の 重な りに ある程度の時間差を許 して 検索す る こ

とで，特定の モ ダ リテ ィ間の 時間遷移 パ タ
ー

ン を抽

出する こ とが重要な こ とが多い ．iCorpusStUdioで は，

ラベ ル 間の 重な り検出の際に
， 時間遅れや時間差 を

設定す る こ とがで きる．

　ま た
， 他 の モ ダ リテ ィ の ラ ベ ル を用 い た文脈を

考慮 し，ある条件の 元で 発生 する ラベ ル だ けを抽出

した い こ とが あ り，そ うい っ た モ ダリテ ィ間の発生

ル ール を見 い だす こ とが多 くの分析研究者の 興味の

対象 とな る．iCorpuStudioで は
， そ うい っ た 仮説の

検証作業を支援す るた め に
， ラベ ル 問の 共起関係の

検索結果を ル ール として設定 し，それらの ル ール を

段階的に組み合わ せ る こ とで ，多層的な条件検索を

可能 に す る機能を提供 して い る．

4．4　モ ーシ ョ ン データか らの 身体動作の可 視化

　映像 ・音声 は，人の 動作や 表情な どの ち ょ っ とし

た動 きか ら発話時の パ ラ言語情報な ど， あらゆ る情

報 を含ん で い る．その
一
方で ， 多 くの 情報の 中に本

質的な情報が埋 もれ て しま うの も事実で ある．分析

に は，ある観点 に着目 し，それ以外の情報を捨象 し

た モ デ ル化が必要で ある，

　iCorpusStudioに は ，モ ーシ ョ ン デー
タ を読み込

み， コ ン ピュ
ータグラフ ィ クス に よる 3次 元モ デル

を可視化するビ ュ
ー

ワを用意 して ある．モ
ー

シ ョ ン

キ ャ プチャ シ ス テ ム か ら得 られ るデータ 自体は
， 身

体 に貼 りつ けた タ グの 3 次元座標で しか ない の で ，

iCorpusStudi。 で はそ れ ら の タ グを基 点 とした球，

円柱，円錐 とい っ た基本的な モ デル 定義 と， それ ら

の組み合わせ に よる身体モ デル 生成 を可能 にす る環

境を用意 した．

　また，アイ マ
ークレ コ

ーダの データを読み込 んで

視線ベ ク トル を表示 した り，上記で 生成された モ デ

ル上 の 任意の 2点をつ な ぐこ とで ，頭部方向 ， 指さ

し方向 ， 身体の 向きなどの ベ ク トル を定義し，半直

線 として 表示す る こ とが可能で ある．

　こ の ように して 可視化 された 3 次元モ デル を参照

する こ とで ， 任意 の 方向か ら身体動作を閲覧す る こ

とが可能に な り， 映像 と情報 を補完 し合 い なが ら，

デー
タを閲覧する こ とが可能に なる．

4．5　数値 デ ータを 用 い た前記号 的 な イ ン タ ラ ク

　　 シ ョ ン解釈

　上述 し た よ うな 3次元 モ デ ル が
一

旦 手 に 入 る と，

モ デル 上 の任意 の 2点 問の 距離や ベ ク トル 問の角度

な ど，元々観測 して い なか っ たデータを新たに生成

する こ とが で きる．そ の こ とで ， イ ン タラク シ ョ ン

の 解釈を よる抽象的な レ ベ ル に積み 上 げて い くこ と

が可能 に な る．iCorpusStudioで は，そ うい っ た 新

た に 生成 された数値データをグラ フ表示 す る ビ ュ
ー

ワを用意す る こ とで ，解釈の 試行錯誤を容易にす る

こ とを 目指 した．

　数値デ
ー

タ に基 づ い た 動作解釈 の
一

例 と して ，

モ ーシ ョ ン デ
ー

タか らジ ェ ス チ ャ時区間を推定する

こ とを 考 え る．図 5 は
， 人の 胴体 と掌の 間 の 距離

をグラ フ表示 して い る例で ある，値が高い と こ ろは，

掌が 胴体か ら離れた こ とを意味 して い るの で ，何ら

かのジ ェ ス チャや指 さ し行為を して い る可能性が高

い
6）
．閾値を設定 して それ よ りも高 い 値の 時区間 を

抽出すれ ば，ジ ェ ス チ ャ を行っ て い る可能性の ある

シ ー
ン を網羅的か つ 機械的に確認する こ とが 可能 に

な る．

　また ， 3 次元モ デ ル 上 か ら計測 さ れ たデ ータを グ
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　　　　　　筆距離

一 嚼 …謎 ，玉亙三磁ヨ時闘
胴と手 の 　　 　　 　

凵…’… …
　 　　 　

｝……
←

距離を抽 出　　　　 一聯 一

　　　 　　 　 1
「manun ……uammanan’−nv’uz”Aan’tm”’umwwwuwwmrmaum”su’

Vl

　　　　　　L櫨継黙漁」
図 5 数値デ ータ の 抽出と仮説生成の 例

図 6 数値デ ータ処理 に よ る ラ ベ ル 生成

ラ フ表示す るだ けで な く， 数値デー
タ間の演算を

し，それをグラフ表示や ラベ リン グに使 うこ とも可

能で あ る．図 6 は そ の例で ある．こ の例で は
， 他者

に対す る身体方向に対す る頭部方 向の 角度を グラ フ

化 し， それ をさ らに微分演算 して 角速 度を求め て い

る，その値が特に低い 時間領域 を求め る こ とで ，素

早 くそ の 人の 方を振 り向い た現象を柚出す る こ とが

で き る．

　数値データ に 対する演算 として は
， ほか に 四則演

算や平滑化 などがある．また
， 複数の数値デー

タ間

で 各時点の 最大の値を持つ データが どれ で ある か を

求めた り，ラベ ル の値を参照 して特定の ラベ ル が付

与 されて い る時区間だけを取 り出 し，そ の 頻度 を求

め た りする こ とも可能で ある．

5． 視線を用 いた 指さ し ジ ェ ス チ ャ 検出 の 精 度

　　向上

　本稿 の 残 りで は，IMADE を利用 した 研究事例紹

介 として ，筆者ら に よ る会話構造分析 の試み を紹介

す る．まずこ こ で は，会話参加者に よるジ ェ ス チ ャ

の 自動検出に つ い て 紹介 する．会話の 巾で は，形

状 を表すた め の ハ ン ドジ ェ ス チャや，指 さしジ ェ ス

チャ が 頻繁 に行われ る．指 さ しは会話の 中で 参照 し

て い る対象物を示す行為で あ り，会話の 内容の 理解

や，会話参加者の参加積極性 を測 るの に役立 つ ．

　モ ーシ ョ ン キャ プチャ を利用すれ ば，腕 が伸 びた

状態で 指が指し示 して い る方向に存在す る対象物を

特定す る こ とで ，指 さ しジ ェ ス チ ャ とそ の 対象物を

判定す る こ とは容易で ある と考え られが ちで あ る．

しか し実際は
， 指 さ し行為以外に も人の 腕は頻繁に

動 くし，指 さし対象物を特定する こ ともそれ ほ ど容

易で はな い ．

　そ こで 筆者 らは，指さ し行為 とい うも の を行 為者

の み の ego ・centric な行為 とは 考 えず ， 会話 の パ ー

トナ
ー

が存在す る こ と，もっ と正確 に言 うと
，

パ ー

トナ
ー

が行為者の指 さ し方 向に注 目する こ とで 初 め

て指 さ し行 為が成立 す る socia1 な現象で ある と考え

た （図 7）．つ ま り，会話参加者が 指 さし方向の対
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図 7 指 さ しジ ェ ス チ ャ の 抽 出

象物 に視線 を向ける行為が同期 した もの だ けを指さ

しジ ェ ス チ ャ として 認定す る こ とで ，指 さ しジ ェ

ス チ ャ の検出精度が向上 する か を確かめ た （矢野 ほ

か
，
2009）．こ の こ とは，近年注 目 され て い る，聞

き手行動 か ら コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を理解 しようとす

る考え方 （高梨・榎本 ，2009）に通 じるもの で ある．

　以下の 手 順 で 指 さ しジ ェ ス チャ の 自動抽 出を試

み た ．まず ， 指 さ し ベ ク トル を定義した．指さ しベ

クトル は ，腕の 伸びた方向 （つ ま り，肘 と掌を っ な

い だ方向）を用 い た もの と，目か ら指先 に の ばした

方向を用 い た もの の 2種類 を準備 した．次 に
， 指 さ

しベ ク トル の 先に指 さ し対象 となり得 る対象物 （つ

ま り，会話参照物となるポス ターや他の会話者の 身

体）が あ るか どうかを網羅的に検索 し，指さ しジ ェ

ス チ ャ の 候補を広め に 抽出 した．そ して ，それ らの

指さ しジ ェ ス チ ャ 候補そ れ ぞれ の 発生 と同期 して起

き て い る各会話参加者の視線デ
ー

タを参照 し ， それ

らの視線 ターゲ ッ トが指さ し先 の対象物 と
一致 して

い るか を確認 した ．

　よ り詳細 な分析の プロ セ ス を，図 8に基づ い て 説

明す る．こ の 例で は，指 さ しの 対象 は 空間 内に設

置した 6枚の パ ネル に 限定 した．指さ し行為の検出

は ，
モ ー

シ ョ ン セ ン サか ら得 られた会話参加者の 目

の 中心位置 もし くは 肘 と手首の位置をむす ぶ ベ ク ト

ル が ，
パ ネル が成す面に 衝突す るか どうかで判定 し

た （図 8  ，  ）．ペ ク トル の 開始点 は手 首の マ
ー

カ
ー

の位置 とした．注視検出は ， ア イ マ
ー

ク レ コ ー

ダか ら得 られた視線ベ ク トル と，指さ し検出か ら得

られ た指 さ し先 との 距離 を測 り （図 8   ）， 500mm

以下で あ る場合に 指さ し対象を注視 して い る もの と

し （図 8   ），1 同の 指 さ し行為の 中で 各会話参加

者が 50ms 以上注視 して い る場合に そ の 指さ しが そ

の 会話参加者に注視 されて い る もの として計算 した

（図 8   ）．検出精度 の 算出は
，

ハ ン ドラ ベ リン グに

よる指 さ しジ ェ ス チ ャ の 正解ラ ベ ル と，検出され た

指さ しの ラベ ル の
一

致 ・不
一

致 の 時間の 多寡を用 い

た （図 8   ）、ある
一

点を指す指さ し行為の 場合は

手の動 きが止 ま っ て い る時間帯を ， 手を動か して あ

る範囲を指 して い る場合に は パ ネル hで 手を動か し

て い る時間帯を指さ し行為 として ラベ ル 付け した．

　結果は図 9の ようになっ た ．指 さ しジ ェ ス チ ャ の

検出精度 を求め るた め に ，実際の 指さ し行為 と思わ

れる もの をハ ン ドラベ リ ン グし，それ を正解データ

として ，各手法の再現率 ・適合率を比較 した．指さ

しベ ク トル の 判定に つ い て は
， 全体を 通 し て

， 目か

ら指先に の ば した ベ ク トル の 方が精度が高 い こ とが

確認され た．

　会話参加者 の 視線獲得の影響に つ い て は，以下の

こ とが観察され た．視線獲得 に関係な く指さ しベ ク

トル が 何らか の対象物 に衝突 して い る も の をす べ て

指 さ しジ ェ ス チ ャ と認定 して しま う と （グラ フ の
一・

番左）当然再現率は良い が適合率が極めて低 い ．一

方，会話参加者全 員 （3人 ）す べ て の 視線を獲得 し

て い る こ とを条件 と して し まうと （グラ フ の
一
番
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図 8 指さしジ ェ ス チ ャ 検出の被注視数の 計 測 プ ロ セ ス
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図 9 視線獲得 に よる指さしジ ェ ス チ ャ 抽出の精度向上

右）条件が厳 しすぎるの か，再現率が 急激 に下が っ

て しまう．グラフか らは ， 3人 中2 人 以上 の視線 を

獲得 して い る くらい が ，再現率 ・適合率の バ ラ ン ス

が とれ て い る こ とが わ か る．

　以上 の こ とは，我々 の 直感 に合 っ て い る もの で あ

る．IMADE を使 うこ とで ，実際に取得 したデータ

を目の 前に しなが ら ， iCorpusStudioの 上 で ，3 次元

モ デ ル の 生成，ベ ク トル の定義 ， 複数の モ ダリテ ィ

の 時空間的共起性の演算，結果の グラ フ化 とい っ た

一連の 作業を網羅的 ・効率的に実施す る こ とが可能
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視線を集めた指さし行為
共同注視からの 脱落

会話参与 の 積極性 ＝

17．7x 視線を集 め た 指さし行為

＋ 46，5 × 発 話 回 数
一 95．7 × 共 同注視 か らの 脱落

＋ Const．

図 10　会話参与 の積極性の 数値化

に なっ た．また，こ こ で
一

度作 っ た仮説は，他の デー

タに も容易に適用で き る の で ， 分析研究の効率が上

が る こ とが期待 され る．

6， 非言語情報に よ る会話状況の 構造理 解

　こ こ で は
， 発話内容の意味的な解釈を伴わず，非

言語情報の み か ら会話状況の 解釈 を試み た 例 を示

す．具体的に は，タ ス ク遂行型 の 3 人会話に お い て ，

会話参加者 ご との 会話参与 に対す る積極性を，非言

語情報の みか ら推定す る こ とを試み た （中田
・來嶋・

角 ・西田
，
2008 ）．

　我々 の 興味は ，抽象度の 低 い 非 言語行動 の 要素

の組 み合わ せ か ら，会話の 意味的 な 状況 や シ
ー

ン

の転換点などを見つ ける こ とで あ る．そ の試み の ひ

とっ として ， 発話 ， 視線変化，指さ し行為 とい っ

た Interaction　Primitiveの組 み 合 わせ か ら会話参加

者の会話参与積極性を数値化す る こ とを試みた （図

10）．

　具体的に は 3 人 に よるボー
ド上 の作業 を伴 う合意

形成型の 会話状況 を設定 し， 35 分間 の 会話データ

を計測 した，そ の 会話データを，分析者 （筆者 ら）

が 16 の シ
ー

ン に分 け ， 9人の 実験協力者 に 閲覧 し

て もらい ，それぞれの シ ー
ン に つ い て 主 観的に評価

して もらっ た値 （各シ ーン に お い て 3人 の 参加者の

積極性 を順位付け る）を平均化 し， 会話参与積極性

の 正解 データ とした．

　その 正解データを用 い て ， 我 々 の計測環境か ら得

られた Interacti  n　Primitive，
　 Interaction　Event を説

明変数 とした重回帰分析 を行 っ た．具体的な説明変

数は
， Interaction　Primitiveとして，

　 ・指さ し，ある い は ，マ グネ ッ ト操作 を行 っ た回

　　数

　 ・発話回数

を，Irlteraction　Event として ，

　・300ms 以 上 の 沈黙 の後 に発話 を行 っ た 回数

　・ほか の 会話参加者 の 発話 に か ぶ せ て 発話を行 っ
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角 ・矢野 ・西 田 ：マ ル チ モ ーダル データ に基 づ い た多人数会話の 構造琿 解

　　た回数

　・ほか の会話参加者 に注視された回数

　・ほか の 会話参加者が注視された状況で 指 さ し ・

　　マ グネ ッ ト操作を行 っ た 回数

　 ・共同注視か ら視線をは ず した 回数

を採用 した．

　その 結 果，従来研 究 （例 えば Rienks＆ Heylen，

2006）と同様に発話回数 は積極性 に対 して 強い 正 の

相関を示した．それ以外に，「視線を集 めた指 さ し・

マ グネ ッ ト操作」 に正 の 相関が見 られ，逆に ，「共

同注 視か らの 脱落」 に大 きな負の 相関が 見 られた，

こ れ ら は我々 の 直感 と合 う．つ ま り，データ分析的

なア ブn 一
チ で ，人の 直感に合 う社会的イ ン タ ラ ク

シ ョ ン の解釈を見出す こ との 可能性 を示す こ とが で

きた と考えて い る．

7． お わ り に

　多人数会話を記録 ・分析するための環境構築 に関

する筆者 らの 試みを紹介 した．発話，視線，身振 り

手振 りとい っ た マ ル チ モ ーダル なデータを複数人数

に つ い て 同時計測す るため の セ ン サ環境 IMADE を

紹介 した．IMADE で計測 された デ
ー

タか らイ ン タ

ラクシ ョ ン の要素を抽出し ， それ らの時空間的な解

釈を積み上 げる こ とで イ ン タラク シ ョ ン
・コ ーパ ス

を構築する方法論を示 し，それ に基づ い た会話構造

分析の例 を紹介 した．

　 イ ン タラク シ ョ ン ・コ ーパ ス を用い た分析の た め

の ソ フ トウ ェ ア環境として iCorpusStudioを紹介 し，

会話分析に 適用 した例 を示 した．iCorpusStudioは

単なるラベ リ ン グツ
ール で は な く， 研究者の 仮説を

試 し， 評価 し， 更に ほ か の 仮説を試す とい うサ イ ク

ル を支援する ラ ピ ッ ドプ ロ トタイ ピ ン グの環境で あ

る．それ ぞれ異な る観点を持っ 様々な研究者が 同
一

の デ
ー

タを計測 ・分析 ・利用す る こ とを考え る と，

iCorpusStudioは彼 らの 共 同作業 を支援 するグル ー

プウ ェ ァ的役割を果たす こ とに な る．今後 ， そ の た

め の機能 ，
つ ま り， ラベ ル の登録 ・管理 の 共有支援，

プロ ジ ェ ク ト管理 と作業進捗の 共有促進 ， データ解

釈ル ール の マ クロ 化 と再利用を促す機能 を実現 して

い き た い．
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注

http：〃www ．anvil ・software ．de！

http：〃www ．speech ．kth．se ！wavesurfer ！

http：〃www ユat−mpi ．eu！too］s！elan！
http：〃multimodal −annotation ．org1

例え ば，し ばらく聞 き手 に 回 っ て い た 会話参加者 が

発話者交代 に よ っ て 新 し く発話 を 始 め る前 に は，ほ

か の 会話参加者 か らの 視線 を 獲i得 し て い る こ とが 多
い ，とい っ た ような仮説，
も ち ろん，こ の 解釈が 常 に 正 しい と は 限 らな い，胴

体 に 近 い 場 所 で ジ ェ ス チ ャ を 行 う こ と もあ る で あ ろ

う こ と を考 え る と，例 えば，手 の ホーム ポ ジ シ ョ ン

を定義 し，そ こ か ら掌へ の 距離 を 計 る な どの 工 夫 が

必要 で あ る．しか し， そ の た め に は ， そ も そ も手 の

ホ
ー

ム ポ ジ シ ョ ン は ど こ か
，

とい う新 し い 課題 を 生

む，こ こ で は あ くまで も iCorpusStudioの 動作例 と し

て 単純な解釈 を例 に して紹介 して い る，
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